
  

　　　　

定点報告（上段：定点当り／下段：報告数）

区　分 疾　　　　病　　　　名 25週 26週 27週 28週 合計
0.17 － 0.17 － － － －

1 0 1 0 1,130 2,660 29
2.67 7.17 6.67 10.83 － － －

16 43 40 65 1,998 2,663 －
2.25 2.75 1.75 1.50 － － －

9 11 7 6 80 425 190
2.50 2.25 2.00 0.75 － － －

10 9 8 3 157 129 72
3.50 4.75 5.25 1.50 － － －

14 19 21 6 435 237 12
7.50 3.00 4.00 4.00 － － －

30 12 16 16 467 988 626
－ － － － － － －

0 0 0 0 2 1 5
13.75 11.25 12.25 11.50 － － －

55 45 49 46 233 129 300
－ － － － － － －

0 0 0 0 0 8 2
1.25 1.25 0.75 0.50 － － －

5 5 3 2 119 266 247
－ 0.25 0.25 － － － －

0 1 1 0 2 319 65
－ － － － － － －

0 0 0 0 5 15 17
－ － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0
－ － 1.00 － － － －

0 0 1 0 7 13 6
－ － － － － － －

0 0 0 0 0 3 1
－ － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0
－ － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0
－ － － － － － －

0 0 0 0 1 1 1
－ － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0
－ － － － － － －

0 0 0 0 8 10 0
1.00 1.00 1.00 1.00 － － －

1 1 1 1 58 19 －

レジオネラ症 0 1 0 0 2 8 1

新型コロナウイルス感染症 － － － － － 4,241 15,612

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

感染性胃腸炎(ロタウイルス)

クラミジア肺炎

マイコプラズマ肺炎

無菌性髄膜炎

インフルエンザ入院
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【相双地域感染症発生動向調査週報　28Ｗ】カラー流行表示は、福島県感染症発生動向調査週報(ＩＤＷＲ)の表示をそのまま表示しています。

流行性角結膜炎
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2023年
合計

2022年
合計

インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

新型コロナウイルス感染症（入院）

細菌性髄膜炎

急性出血性結膜炎

【新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について】
　増加傾向が続いています。気温や湿度が高い日が続くなど、体調を崩しやすい時期となりました。エアコンを使用する機会が増えていますが、エ
アコン使用中も定期的な換気を心がけましょう。
　また、体調管理に気をつけつつ、引き続き、手洗い、手指消毒等の感染対策をお願いします。

【手足口病について】
　増加傾向が続いています。手足口病は、ウイルスの感染によって起こる感染症で、主に夏季に小児を中心に流行します。感染経路は、飛沫感
染、接触感染、糞口感染が知られており、感染してから3～5日後に、口の中、手足等に水疱性発疹が現れます。手足口病を予防するためには、手
洗いの徹底と排泄物の適切な処理が重要です。

【腸管出血性大腸菌感染症について】
　県内で今週２件の報告がありました。夏季は多発期です。腸管出血性大腸菌は75℃で１分以上の加熱で死滅するため、食肉はよく加熱して喫食
しましょう。また、日頃から排便後や調理前の手洗い等の感染予防をしっかり行うことが大切です。特に乳児や高齢者は重症化するおそれがある
ため、腹痛、下痢のほかに、血便、発熱等の症状がある場合は早急に医療機関を受診してください。

≪定点把握疾患≫
　　○流行　：　ＲＳウイルス感染症、　　手足口病　　　　　　　　　　　　　○小流行　：　咽頭結膜熱、　　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
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